
 

 

 

 

 

 
※さぬき市は、2002（平成 14）年 4 月 1 日、旧香川県大川郡の津田町、大川町、志

度町、寒川町および長尾町の 5 町が合併して誕生しました。人口は 52,832 人、

世帯数は 20,257 世帯 (2012 年 1 月 1 日現在)、面積は 158.90k ㎡（2011 年 10 月

1 日現在）です。香川県庁所在地の高松市から東へ約 15 ㎞に位置しています。 

※大山市長のプロフィール 昭和 25 年 9 月生まれ。 

昭和 50 年 4 月、香川県庁に入庁後、長寿社会対策課長、人事課長、商工労働部次

長、農政水産部長を歴任。平成 18 年に香川県庁を退職後、さぬき市長に就任。  

 
 
 

 今月は、昨年の 綾川 町藤井 町長さ んに続
い て、さぬ き市の 大山 市長さ んにイ ンタビ
ュ ーをお 願いし ました。大山市 長さん とは
平 成元年 ごろか らご親 交をい ただい てお
り 、いろ いろと ご指導 も含め 、大変 お世話
に なって おりま す。イ ンタビ ュー は 5 月
16 日（木）午後 2 時 から 約 1 時 間さぬ き
市 役所 3Ｆ応接 室にて 、行い ました 。  
 

Ｑ ．さぬ き市の まちづ くりに ついて 、お伺 いしま す。  
瀬 戸内海 岸から 徳島県 境に至 る 5 町合併 による まちづ くりの 現状は い

か がなも のでし ょうか ？  
 
Ａ ． 旧 大 川郡 の 5 町 が合併 して 12 年目 になり ます。  

平 成の大 合併と しては 、全 国でも 時期が早 く、合併当 初は ５つ の町が ど
う して ス ムーズ に合併 できた のか 、視察も 多くあ りまし た。し かしこ の合
併 は課題 を先送 りして、合併後 考えて いこ うとい う「消極 的合 併」であ っ
た ように 思えま す。  

 
 例えば 、旧 3 町（ 長尾 、寒 川、
大 川 ）の組 合立大 川病 院の存 続建
築 問題は 、当初 計画は 120 億 円

規 模であ り 、資金 繰り は市 債 発行
で 何とか なるが 、いず れにせ よ借
金 であり 返済が 必要な ため 、病 院
の 「規模 」を見 直 しま した。  

ま た 、コミ ュニテ ィバ ス の 運 行
に 毎 年 約 6 千 万円の 一般財 源を
投 入 する ほか 、ケ ーブ ルテレ ビの
運 営 など 、財政的 に厳 しい課 題が

かがわ自主ぼう連絡協議会 

会報 第 75 号(2013. 6. 1) 

事務局川西地区自主防災会 

さぬき市の取組みを大山市長にお聞きしました！ 

 



山 積して いた平 成 16 年に 高潮被 害と 、内 陸部で は甚大 な風水 害が発 生し 、

災 害に対 する取 組みに も力を 入れる 必要性 が生じ てきま した。  
 中でも 、南 海トラフ におけ る巨大 地震 で は、津 波 は 大きいも ので は 5 メ
ー トルと 想定さ れ 、 香 川県内 で志度 湾が一 番大き な影響 を受け ます。  
 

 津波対 策 につ いては 、と にかく 高台
へ 避難す ること を主体 とした ソフト
対 応 と避 難所の 見直 し が必要 です 。最
低 、地 域ご とに 2 か所 を設置 し 、市民
の 皆さん には 、複数の 選択肢 を用意 し
て 大きな 災害に 備えた いと考 えてい
ま す。  
 
 合併後 、市民 から「 町」の 時代 は役

場 との 意 思 疎通 がうま く行 わ れてい
た が、「市」になって、市民 の声が 市

役 所 に届 かない ように なった と言わ れてお り、自 助と公 助が歩 み寄っ て、
災 害 対 策 のみな らず、「ま ちづく り」とい う 広い 範囲ま で含め た共助 の仕
組 みをつ くりた いと思 ってい ます 。  
 
Ｑ ．地域 のしく み作り につい てお伺 いした いと思 います 。  
 3～4 年前 、さぬき 市の中 で防災 訓練を 行うた め、地 域（小 学校エ リア ）
の 案内を 依頼し たとこ ろ、自 治会と 校区内 で束ね る組織 が無い と言わ れ
た 。  
 その時 は、福 祉のネ ットワ ークに よって 案内さ せてい ただき ました が、
現 状はい かがで しょう か。  

 
Ａ． 行政組 織は、国か ら地方 まです べて
縦 割り に なって います が 、住民側 の受け
手 はひと つであ って、すべ ての事 に対し
て 、関係 してき ます。  
 さぬき 市の自 治会は 38３ あり ます が
市 役所と タイア ップし ていく には 、 旧 小
学 校 区 単 位で行 うのが ベ タ ー と考え 、現
在、 複数の 自治会 を束 ねて「支 会」を つ
く ってい ます 。例 えば 、津 田町 では 3 つ
の 支会が 、さぬ き市全 体で は 16 の 支会
が ありま す。  

 
 平 成 23 年 度から 3 か年 計画で まち づ
く り活動 事業を 実施し て、小さ な支会 でも 1 千 万円の 予算を つけて います
が 、そ れぞれ の 単 位 自 治会の 要望が 多く、支会 の中で まとめ切 れてい ない
の が現状 です。  
 当面は ハード 面での 整備と なって います が、近 い将来 、ソフ ト面も 含め 、
幅 広いま ちづく り事業 に活か せるよ うに進 めてい きたい と考え ていま す。 
 
 



Ｑ ．尐子 高齢化 時代を むかえ つつ、 10 年 後のさ ぬき市 のグラ ンドデ ザイ

ン につい てお伺 いしま す。  
 
Ａ ．2040 年には 、現 在約 5３ ,000 人 の 人口 が 約 35,000 人 位に 減尐す
る ことが 想定さ れてお り、人口 減にな ると、働き手 が尐な くな り、地域 の
担 い手が いなく なって 、まち の活気 がなく なって しま い ます 。  

長 期的に みると 、子供 を増や すこと が 必要 ですが 、こ れは容易 ではあ り
ま せん 。  
 

 さぬき 市にお いて、若い 人が結 婚
す ると 、高松 市や三木 町へ出 て行く
こ とが多 い。何故かと 、若 手職員 の
政 策研究 として 調査す ると 、例え ば
結 婚して 、夫 はさぬき 市役所 、妻 は

丸 亀市の 企業と 共稼ぎ の場合 、双 方
の 交通 の 便を考 え、さ ぬき 市 を出て
三 木町に 住むと いうよ うな ケ ース
が 、多 くなっ ているこ とが分 かりま
し た 。  
 
 そこで 、定 住促進 策 として 、家 屋
の 固定資 産税の 優遇や お祝金 など

を 支給す るとい う制度 を つく りまし た 。  
 

し かし 、何と いっても 雇用の 場を作 ること が大切 で す 。海産物 加工な ど
の 企業を 誘致し ました が、企業 の 立地条件 として 、特 にすぐれ たもの が 無

い さぬき 市では 、 一次 産業 を 大切に した取 組み も 必要と 考えて います 。  
 志度湾 産とい う魚の ブラン ドを活 かした 漁業 の 振興や 農業法 人組織 に
よ る「 集約型 農業」の 展開 、例え ばミニト マト 、ハウ スいちご 等の栽 培を
行 う など です 。  
 
 一次産 業が衰 退する と、「地 域が荒 れる 」し 、「 環境 も荒れ る」 。更 に
は 、「人 の心も 荒れる 」 こと につな がりま す 。  
 そのよ うな意 味にお いて 、一次 産業 が元 気な地 域 、豊かな漁 場や水 田が
広 がって いる地 域は社 会的 に も 価値 がある と思っ ていま すし、人 口を 減尐
さ せない 工夫と して 、教育 に力を 入れ、丌 登校や
い じめの ない学 校づく りや観 光の振 興等に も取
り 組み 、市外 の人に 来 てもら え る 魅 力 のあ る ま ち

づ くりを 進 め た い と考 えてい ます 。  
 
Ｑ ．南 海トラ フによる 地震対 策につ いて、お聞 か
せ て下さ い。  
 
Ａ ．昨 日も四 国市長会 があり ました が、高 知県内
の 市長さ んは 、地震対 策に 多 くの課 題を抱 えて お
ら れるよ うでし た。さ ぬき市 におい ては、まずは 、
津 波の前 に震 度 6 強 によ る 家屋の 倒壊が 問題 で 、



こ れに 耐 えられ る家屋 の耐震 補強を 進め る 必要が ありま す。津 波に対 して

は 、海抜 の高い 所へ适 げるこ とが一 番 と の 学者の すすめ もあり 、 53,000
人（ さぬき 市全員）、一 人ひと りの 避 難方 法を考 えても ら いた いと思 いま
す 。  
縦 割り 行 政 の弊 害をカ バー出 来る自 主防災 組織 の 育成に 力を注 ぎ、 現 在、
65％の 組織 率 を 100％近 くまで 引き上 げると 共に、 質も高 める 取 組みを
進 めてい きます 。  

 
 助 け が 来るま で自分 達で頑 張れる よう
な 仕組み づくり の推進 ととも に、 行 政と
し て も正 しい知 識の下 にハー ド・ソ フト
両 面で 、 出来る 限りの 対策を 講じる こと
が 大切だ と 思っ ていま す。特 にソフ ト 面
の 対 応 を しっか り行い たい。  

 
Ｑ ．市長 さんが 「大切 」にし ている 言葉
を お聞か せ下さ い。  
 
Ａ ． 最近 の風潮 として 、結果 重視の 傾向
が 強すぎ るなか で 、一 生懸命 努力す る人
達 を 正当 に評価 する 社 会を目 指した いと
い うこと で、私 は「努 力 は報 われる 」 と
い う言葉 を大切 にして います 。  
 
 

Ｑ ．市民 の皆さ んに求 めるこ とは？  

 
Ａ．市長が 市民に 何か を 求め るとい うこと は 、おこ がまし いの ですが、私
と しては 、お 互いに向 き合う ことを 望んで お り 、市民 の 皆さん との 距 離を
尐 しでも 縮めて いきた い と願 ってい ます 。 色 々 な ことを 聞いて ほしい し、
市 民の皆 さんか らは、 何でも 聞かせ てほし いと 思 って い ます。  
 
Ｑ ．最後 にかが わ自主 ぼうに 対して のご意 見をお 願いし たい。  
今 年度の フォロ ーアッ プ事業 、さぬ き市と 観音寺 市を強 化地域 として 取り
組 む予定 です。  
 
Ａ ．取 組みへ の 切っ掛 け 作 り とあわ せて、活動 の継続 の手本と させて もら
い 、市 民の皆 さんには 、か がわ自 主ぼうか ら学ん だ ノウ ハウを 広めて い っ

て ほしい 。ま た 、そう した 活 動を通 じて、生活 全般に わたって の「 地域力
ア ップ 」につ ながる取 組みに なって ほしい と思っ ていま す。是 非 とも よろ
し くお願 いしま す 。  
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
今 月は、 丸亀市 城坤コ ミュニ ティセ ンター （ふれ あい城 坤） よ り原稿 を  
お 寄せい ただき ました 。  
 
城 坤コミ ュニテ ィ 概要 と取組 み  

城 坤コミ ュニテ ィセン ター   丸亀 市今津 町 283 番 地  ℡23-8129 
・ 世帯数   5,796 世 帯  ・ 人  口  13,667 人  

  
丸 亀市１ ７コミ ュニテ ィセン ターの うち、一 番大 きな規 模で旧 城下町 の西
に 広がる、静かで 美し い田園 地帯。北 は瀬 戸内海 を臨み、昔は 塩 田と 団扇

の まちと してに ぎわい 、現在 は臨海 工業地 帯とし て栄え ていま す 。  
西 には南 北に流 れる金 倉川、中央部 には西 汐入川 が流れ 先代池 や田村 池な
ど 大小の ため池 が灌漑 用水と して豊 富な水 をたく わえて います 。  
ま た 学童 の施設 として 、２ つの保 育所、幼 稚園 、小学 校と、高 等学校 があ
り ます 。  
 
こ ういっ た地域 の現状 か ら 、 災害 (防 災 )に ついて は多様 な対策 が必要 とな
っ てきま す 。  
現 在セン ター内 には６ つの部 会があ り、防 災に関 しては 「環境 生活部 会」
が 担当し（ふれ あい城 坤自主 防災会 ）主と して自 治会長 で構成 されて いる 。 
平 成２４ 年度の 活動と しては 、地域 内
の ２つの 介護施 設入居 者を対 象に、地

区 民生委 員、福 祉ママ 、福祉 協力員 、
自 治会長 、そし て消防 分団に よる避 難
訓 練（担架・消 火・Ａ ＥＤな ど ）を実
施 。また 、川西 自主防 災会と の協同 訓
練 として 、城西 高校の 学生を 対象と し
た 防災訓 練体験 学習の 実施。  
平 成２５ 年度は 上記以 外にも 、金倉 川
親 子清掃 に併せ て地区 婦人部 による
炊 き出し 訓練を 予定。  
【 現在、 組織の 見直し ならび に活動 ３ヵ年 計画の 立案を 検討中 】  
 
※ 特異な まちづ くり活 動とし て  

 １、六 郷の里 やさい づくり 塾・・ ・
休 耕田を 利用し 、年間 を通じ ての野 菜
づ くり。  
 ２、介 護予防 事業・ ・・民 生委員 、
福 祉ママ、福祉協 力員、自治会 が相互
協 力（網目 の細か いネ ットワ ーク）体
制 で、高齢 者の見 守り や、介護 予防活
動 に取り 組んで いる。  
 

各地区コミュニティを紹介します！ 

 

セントケアでの避難訓練 

六郷の里やさいづくり塾 



  事務局だより              平成２５年６月 

 

かがわ自主ぼうの事務局を担当している「川西地区自主防災会」最近の活動を紹介しま

す。 

 

 

 

 

 去る 5月 11日（土）、高松市民防災センター3Ｆ大ホールにおいて、香川県危機管

理総局長の松尾様をお迎えして第一回の定期総会を開催しました。 

 

 提案、議題すべて満場一致にて採択され、平成 25年度の取組みを本格的に実施し

ますが、その内容についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

昨年度に引き続き、自主防災組織に対するフォローアップ事業を展開します。 

（1）強化地域として、「観音寺市」と「さぬき市」 

（2）継続フォロー地域として 

   高松市、坂出市、三豊市、琴平町、まんのう町、綾川町 

（3）新規地域として 

   宇多津町、小豆島町 

 更に香川県総合防災訓練等への積極的な支援を行なうこととしました。 

 

 編集後記 

今月の防災減災の輪は、さぬき市大山市長さんをインタビューさせていただきま

した。又、城坤コミュニティより原稿をお寄せいただきました。誠にありがとうご

ざいました。 

かがわ自主ぼう「第一回定期総会」を開催 
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